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研究成果の概要： 
 表情を伴う静止顔や顔の動きに関する研究を行った。まずは表情を伴う静止顔の提示方
法の確立のため、初期視覚野の活動を抑制するランダムドットブリンキングを用いて、顔
認知特異的な脳活動の検出を行い、その方法の妥当性を検証した。次に表情を伴う顔の動
きに関しては、2 枚の画像を連続提示することにより、被験者に動きを知覚させる仮現運
動刺激を用いて、誘発脳波を得た。この誘発脳波は笑うという表情を表出する際に右半球
のみで大きくなり、表情を伴う顔の動きの認知過程を明らかにした。 
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１． 研究開始当初の背景 
我々は日常生活で、顔から多種の情報

を得て、日常生活を送っている。例えば、
顔を見ただけで、その人の年齢や性別な
ども判断できうるし、知っている人かど
うか気づくこともできる。また、その人
の瞬時の顔の変化により、現時点での感
情、心情も我々は推測することができる。 
今までにヒトへの非侵襲的な方法、例え

ば脳波（EEG）を用いた研究では、顔刺激提
示後、約 170 ミリ秒後に側頭部を中心とし
た陰性波が認められ、この陰性波は物体に

比べ、その潜時は有意に早くなおかつ振幅
は大きかったという報告がある。また機能
的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いての研究
では、顔を見たときには、紡錘状回、上側
頭溝などが活動するという報告がされてい
る。私達は、時間的分解能に優れた脳磁図
（MEG）を用いて、まず静止顔を提示した際
の脳活動についての研究を行なった。その
際に、画像提示後約 170 ミリ秒後に明瞭な
誘発反応が見られ、下側頭葉の紡錘状回に
活動が推定された（Watanabe et al (1999） 
Brain Research Cognitive Brain Research、
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三木ら（2005）神経内科）。 
また 2枚の画像を連続して提示すること

により、被験者に動きを知覚させる仮現運
動を利用した刺激を用いて、顔の動き（目
や口）を認知に関する脳活動の研究を行い、
動き刺激提示後約 160 ミリ秒後に明瞭な誘
発反応が認められ、その活動部位はヒトの
運動視中枢とされる後頭側頭部に推定され
た （ Miki et al （ 2004 ）  Clinical 
Neurophysiology）。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、表情を伴う静止顔、表情変
化を伴う顔の動きに際しての脳活動の時間
的変化について検討していく。今までの
fMRI を用いた表情認知に関する研究では、
ヒトの情動に関連する扁桃体などに血流増
加が認められた。また自閉症や対人恐怖症
などの患者を対象とした研究では、正常の
人に比べ、扁桃体など活動に異常が認めら
れたという報告がある。 

ただし、通常の顔写真などを提示する方
法では、輝度差のある場合は初期視覚野
の活動が起こり、この活動が時間的に、
顔認知などに関わる下側頭部などの高次視
覚野の脳活動と重畳してしまい、高次視覚
野の反応を特異的に検出するということが
比較的困難である。よって今回、まずは表
情を持つ静止顔に関する研究の前段階と
して、顔認知に特異的な脳活動を誘発し
うる刺激方法の検討を行う。 
また、表情変化を伴う顔の動きに際して

は研究開始当初の背景で述べた仮現運動を
刺激提示方法として用いる。顔の動きの場
合、表情変化を伴う顔の動きの方が、そう
でないものに比べ、後頭側頭部の活動が大
きくなると考えられる。 
 最後に、正常成人での研究を進めていく
ことにより、表情認知能力の獲得はどの年
代で行われているのかという発達過程の研
究や未だ判明していないことの多い自閉症
や対人恐怖症状などの異常部位などの同定
にも役立つ基礎研究になりうると考えられ
る。 
 
３．研究の方法 
（1）ランダムドットブリンキングを用いた
顔認知特異的な脳活動の検出 

通常、顔写真などを提示する方法では、
輝度差のあるために、初期視覚野の活動
が起こり、この活動が時間的に、顔認知
などに関わる下側頭部などの高次視覚野の
脳活動と重畳してしまい、高次視覚野の反
応を特異的に検出するということが困難で
ある。ランダムドットブリンキングとは、
動いているドットの中で、一部のドット
が止まることにより、輝度差無しにその

形態を知覚させる方法である（Okusa et 
al 1998 Neuroreport）。大草らは、この
刺激方法を用い、文字を提示し、提示後
約300ミリ秒後に、下側頭部の活動が認め
られたという報告を行った。 
 今回、まずは表情を伴う静止顔に関する
研究の前段階として、単純な静止顔で顔特
異的な脳活動が得られるかどうかを検討し
た(Miki et al 2009 Experimental Brain 
Research)。健常成人を被験者として顔認知
過程を反映する誘発脳波を調べた。以下の
視覚刺激を用いた。①Upright：模式的な
正立顔。②Inverted：Upright を逆にした
もの。③Scrambled：構成要素は同じだが，
内部構造の空間的配置自体が異なる。④
Star：被験者には現れた数を数えてもらう。 
 
（2）表情変化を伴う顔の動きに対する誘発
脳波 
2枚連続に画像を提示することにより被

験者が動きを知覚することができる仮現運

動刺激を用い、実際の顔写真を提示し、以

下の4条件にて健常成人を被験者として誘

発脳波を計測した。 

①N→H条件:表情のない顔から笑った顔に

変化する。②H→N条件:①の逆。③ N→A条

件:表情のない顔から怒った顔に変化する。

④A→N条件:③の逆。 

 
４．研究成果 
（1）ランダムドットブリンキングを用いた
顔認知特異的な脳活動の検出 
T5（左側頭部），T6（右側頭部）電極で、

頂点潜時が刺激提示後 250 ミリ秒の陰性波
（N-ERP250）が各条件でみられた。N-ERP250
の頂点潜時は，Inverted と Scrambled 条
件で，Upright に比べ有意に延長していた。
この結果より、顔認知過程において，正立
顔では起こらない顔の部分の分析的情報処
理が行われていることが示唆され、顔認知
特異的な脳活動を得る刺激方法として、ラ
ンダムドットブリンキングが有用であるこ
とが示された。 
 
（2）表情変化を伴う顔の動きに対する誘発
脳波 
 4条件ともに左側頭部のT5、T5’（T5の2cm

下方）電極、右側頭部のT6、T6’（T6の2cm

下方）電極に、刺激提示後約160～190ミリ

秒後に明瞭な一相性の陰性波が誘発された

。陰性波の最大振幅において、T6、T6‘電

極で、N-H条件では他の3条件に比べ、有意

に大きくなっていた。また、N-H条件では他

の条件と異なり、T6、T6’電極での最大振

幅は、T5、T5’電極に比べ、有意に大きく



 

 

なっていた。  

 今回の結果より、表情変化を伴う顔の動

きに関して、笑った表情が表出される際に

右側頭部の脳活動が有意に大きくなったこ

とから以下のことが推測される。①成人で

は、笑った表情が表出されるような顔の動

きの検出に長けている可能性が示唆され、

これには、今までの研究で視線の認知や表

情の認知に関連すると考えられている側頭

部にある上側頭溝（STS）もしくは後頭側頭

部の運動視中枢であるMT/V5野の活動が影

響していると考えている。②右側頭部の方

が、左側頭部に比べ活動が有意に大きかっ

たことから、表情を伴う顔の動きの認知で

は、右半球の働きが重要である可能性が示

唆された。 
 これらの実験により、成人における表情
を伴う顔の動きの検出パターンが明らかと
なった。この刺激方法を用いて、小児にお
ける表情認知に関する発達過程や表情の検
出が困難な自閉症などの疾患の病態の解明
への可能性が高まった。 
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